


教育熱心であったチュラロンコン大王 (ラ ーマ 5仏
1868～ 1910)が、土地を大学に提供 したことに

由来すると聞いている。

経済学部は、 この名門校にあって 1番新しい学部

ヽ 設置は 1957年である。当時の政漁 商学の両

学部に置かれていた経済学関係の科目を集めて出来

たもので、人事問題などでは、いまだに両派の対立

があるとのこと、いずこも同じである。経済学部は

人的には、その後、若手研究者をどんどん補充 して、

現仏 フルタイムの教員数は 70ノな うち20Aが海

外留学中である。平均年令は、 30才 ぐらいと若い。

アメリカでdegreeを取 った者が中心 (Ph」 D.取

得者は 15人 )ヽカリキュラムの組み方や授業内容

もアメリカン・ スタイルといったところである。

設置当初の経済学部は、経済理論、経済発腐詠

国際経済学、金融論の4つの学科があったが、1972

年には数量経済学科が新設され 現在 5つの学科か

ら成 り立っている。学生数は、 1学年の定員 100～

125人 (修士課程は同 15人程度 )で ある力ヽ 実際

の学生数は、途中で海外留学や経済的理由による ド

ロップ・ アウトがあり、段々少な〈なっていく。最

低必要単位数は、 130単位で、 うち必須科目は58

単位 (20科日)である。 必須には、 ミクロ、マク

ロ経済学などの基礎理論 4科目のほ力、 数学 2、 統

音6

く採 用>
(教官の部 )

4 1 小谷 ∵郎 (中国語 講師 )

8 1 桜井 画同(自然環境研究 助手 )

(事務の部 )

4 1 風呂光律子(人事係 )

岡本 和子 (外国語 )

木山  香 (自然環境研究 )

鳥養 陽子 (情報行動基礎研究 )

410 会沢 邦夫 (情報行動基礎研究 ,

415 1田代佳世子 (情報行動基礎研究 )

6 5 洲崎 敏伸 (自 然環境研究 )

716 月幡 順子(自然環境研究 )

岡田 朋子 (自然環境研究 )
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チュラカンコ大学経済学部

計学 2、 英語 6、 タイ経派 開輪 国際 絆訳

金融論各 1科目などが含まれている。

最近つ動きとしては、着手の男性教員が、政府の

諮問委員会などに積極的に参加し、国の経済政策に

タッチすることが多くなったことである。きっかけ諮
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総合脚 講師より         中津  繁 (事獅 佐 )

堀  信行(自然環境研究 助教授 )             生物生産学部事務長捕佐

総合科学部講師より                         より

村瀬 延哉 (フ ランス語 助教授 )        村中  博 (厚生補導係D
総合科学部講師より                工学部厚生補導係長より

9 1 小南 思郎 (自 然環境研究 助教授 )       佐藤 民男(用度係 )

総合科学部助手より               生物生産学部学務係より

10 1 小林 文男 (ア ジア研究 教授)         清水由美子 (経理係 )

総含科学部助教授より               理学部数学教室より

福嶋 正純 (ヨ ーロツパ研究 教授 )       田辺 啓次 (学務第二係 )

総合脚 麟 より              歯椰 庶務係より

大石 俊―(英米研究 教授 )          松尾 宗弘 (学務第一係 )

総合科学部麟 より              工学部学務第一係より

舟場 正富 (社会文化研究 教授)    5 1 谷川 貴史(人事係 )

総合科学部助教授より              医学部庶務係へ

熊丸 尚宏 (自然環境研究 教授 )        伊藤 正浩 (用度係 )

総合科学部助教授より               工学部厚生補導係ヘ

藤本 黎時 (英語 教授 )            金本 雅昭 (用度係 )

総合科学部助教授より               歯学部会計係へ

上領 達之 (情報行動基礎研究助教授)      岡崎  知 (学務第二係 )

京都大学医学部講師より              理学部― 学生係ヘ

(事務の部 )                       中村 幸夫 (学務第二係 )

5.1 本田 幸三 (学務第二係 主任 )               医学部附属病院医事課外

総合科学部学い より             米係
^<配置換>                          島田 文隆 (厚生補導係 〕

(教官の部 )                             医学部学務係へ

4 1 松下  亮 (ドイツ語 教授)          上田 隆文 (人事係 )

九州大学教養部教授より              文学部学務係より

田中 久男 (英語 助教授)           市場  稔(用度係 )

九州工業大学工学部助教             歯学部学務係より

授より                山崎 宏己(用度係 )

湯崎  稔 (社会文化研究 助教授 ,              経理部主計課予算第二係

広島大学原爆放射能医学               より

研究所助教授より           本田 華三 (学務第二係〕

(事務の部 )                             学校教育学部庶務係より

4 1 田部  実(事務長補佐)            宮内 信博 (学務第二係 )

工学部事務長補佐へ                庶務部人事課給与第二係

柚木  隆 (厚生補導係長)                ょり

工学部学務第二係長へ         下田 保弘 (厚生補導係 )

松浦 末男(学務第一係 )                  歯学部附属病院保険係より

理学部学部学生係ヽ     10.1 木村 俊雄 (事務長補佐 )

河井 孝之 (学務第二係)                  ェ学部事務長補佐へ

学校教育学部学務係へ        大番 卓司(庶務係長 )

大谷 浩一 (用度係)                     庶務部庶務課学事係長へ

庶務部人事課任用係へ         古寺 ‐郎 (学務第一係 )
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西条共同研修センター主  <停年退官>

経理部管財課課長補佐より  <辞 職>
伊藤 光夫 (庶務係長 )

井上  純 (学務第一係 )

任へ

赤松 久吉 (事務長補佐 )

4 2 山口 鉄雄 (英語 教授 )

余川 文彦(ドイツ語 教授 )

8 8 鳥養 陽子 (情報行動基礎研究 )

生 1 中川 正之 (中 国語 助教授)

神戸大学教養部ヘ

6.2 越智 厚江 (自 然環境研究 )

工学部人事係長より      7.15 高尾千衣子 (自 然環境研究 )

学生部学生課学生第二係

よ夕          く転 任>―
<部内配置換>

4 1 増田 直子 (庶務係 )用度係より

石田 和子 (用度係 )人事係より     10 1 伊東  保(英語 講師 )

JりII 京 (閣 導係 )庶務係より

山下 裕子 (自然環境研究)厚生補導

係より

■ l θ議露 弘之 (鰯 )

文部技官より文部事務官ヘ
1日刻L /Jv針

タト 渡 航

(出 張 および研修 )

塩谷  実 (情報行動基礎研究 教授 〕       渡航先 アメリカ合衆国

渡航先 エジプト                ロ 的 第 73回アメリカ歴史学者協会年次大

目1的 統計学・計算機科学および社会研究に        会出席及び資料調査

関する第 5回国際会議出席         期 間 5ユ 47～ 55421
期 間 5ュ a27～ 5ユt45         三木 英夫 (フ ランス語 教授 )

芝田 進午 (社会文化研究 教授 )         渡航先 アメリカ合衆国、カナ八 連合王風

、ン    離  インド ●                      フランス

目 的 「 アジアの将来 」についてのシンボジ    ロ 的 ″フランス象徴詩派の言語と文学″に

ウム出席                    関する研究

期  間  55 a9～ 553 17              期 間  5a a 20～ 557 19
坪田 博行(自然環境研究 教授.)        中根 周歩 (自然環境研究 助手 )

渡航先 アメリカ合衆国              渡航先 大韓民国      ‐

目 的 ゴヒ西ン薗�来ン



今井 光規 (英語 助教授 )

渡航先 連合王国ヽフランス、デンマーク

目 的 英語学ヽ英語教育に関する研究及び英

語史研究に必要なデンマーク語夏季講

習会参加

期 間 55.■ 12～ 5ユ 95
嶋 陸奥彦(ア ジア研究 講師 )

渡航先 大韓民国

目 的 韓国農村の社会人類学的研究 (現地調

査 )

期 間 55,■ 15～ 551015
清水 昭俊 (社会文化研究 助教授 )

渡航先 アメリカ合衆国、グアム島、ポナペ島

目 的 ミクロネシア、カロリン群島における

. 島興間の文化交渉に関する文化人類学

的調査研究

期 間 557.28～5624
崎山  理 (比較文化研究 助教授 )

渡航先 アメリカ合衆国、グア
^島

、西カロリ

ン群島

目 的 ミクロネシア、西カロリン群島におけ

る島興間の文化交渉に関する文化人類

学的調査

期 間 5ユ 83～ 55.1218
栃本 省二 (自然環境研究 教授 )

.渡
航先 フラジス、スイス、オーストリア、イ

タリア、連合王国

目 的 砂防国際会議出席及び砂防技術の交流

期 間 55.829～ 55918
山本  雅 (英語 助教授 )

渡航先 アメリカ

`朝

掴

目 的 ナサニエル・ホーソンの進歩思想に関

する研究

期 間 55.92～56&31
兼田 正男(情繭 ― 究 動

渡航先 大韓民国           |
1日 1的 :ソ ウル大学及び科学技術研究所にて遺

伝情報と細胞生物学に関する研究打合

せ

期 間  5a&4～ 5ユ 89   ・  ‐

湯崎  稔 (社会文化研究 助教授 )   .
渡航先 スウェニデン、 ドイツ連邦共和国、連

■ ■ 合王国 ■  |

目 的 1国際社会学会「 家族と災害」に関する

第 18回国際家族研究セミナ■への出
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席並び1に 研究情報交流

期 間 55613-55630
小林  惇 (人間行動研究 教授 )

渡航先 ハンガリー、オーストリア、 ドイツ連

邦共和国

目 的 第 28回国際生理科学会議並びに衛星

シンポジウム出席

期 間 5ユ ■ 5～ 55Z27
大林 康二 (基礎科学研究 助教授 )

離 アメリカ合衆国

目 的 ニューヨニク州立大学において「抵抗

相関分析法」の研究および「超分子か

よび非平衡系への散乱技術の応用」の

国際研究集会出席

期 間 557.17～ 55.818
安藤 正昭 (人間f‐ru研究 助手 )

断 先 ハンガリニ、フランス

目 的 第 28回国際生理科学会議出席

期 間 557.H～ 55726
小島  基(ドイツ語 講師 )

渡航先 ドイツ連邦共和国、 ドイツ民主共和国

目 的 ドイツ文学・ ドイツ語関係資料収集並

びに外国語教育者との研究情報交流� $�ヮ ﾒ

r u研

理間者共 究 集育)

フ n集h

目 



渡辺 則文 (日 本研究 教授 )

渡航先 ルーマニア、ユーゴスラヴィア、プル

ガリア、 トルコ、ギリシャ、 ドイツ連

邦共和国

目 的 第 15回国際歴史学会議出席及び情報

交聰 資料収集

期 間 55&8～ 55.825

ErF義信 (情報行動基礎研究 教授 )

渡航先 オランダ、 ドイツ連邦共和国、フラン

ス

目 的 第 7回欧州電子顕微鏡―
び第 2回

国際細胞生物学会議出席のため

期 間 5● 822～ 55.98

水上 孝一 (情報行動基礎研究 教授 )

渡航先 ルーマニア、 ドイツ連邦共和国、ボー
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ランド、 タイ

目 的 ルーマニア科学技術創造研究所及びボ

ーランドシステム研究所との共同研究

並びに第5回オペレーションズリサー

チシンポジウム出席及びタイ国立デー

タプロセスセンターでの研究情報交流

期 間 55823～ 55.1016

菊地 邦雄 (保健体育 助教授 )

渡航先 中華人民洪和国

目 的 学術交流のための講演と資料調査

期 間 55820～ 55.828

陣崎 克博 (英米研究 教授 )

渡航先 大韓民国

目 的 第 15回国際アメリカ研究セミナー出席

期 間 55.923～ 55928

旅行く車窓にうつる休耕田や、u4酢き地の廃屋

のた ずゝまいは、人の心を痛ましめる。だからこそ、

若者のUタ ーンや、青い眼夫妻の■るさと居住が、

世の話題となるのであろう。

本紙の新学生編集委員の名簿をながめながら、ふ

と、「 三ちゃん晨業 」、「 休耕田」、「廃屋 」など

を運想した。たぶん、中堅の働き盛りの二年生の顔

ぶれが、完全にそこから欠落 しているからであろう。

だが、数少ない三・四年生と、新前一年生の諸君

ヵ、 けんめいに「 ふるさと」を死守してくれた。こ

こに「『 飛翔』第 16号 」を遅ればせながらか届けて

きるのも、これら若者たちの責任感と実行力と、ま

た、座談会に快よく御参加下さったり、まへ お忙

しい日間を縫って御投稿下さった教職員のかたがた

の、さわゃかな御協力のたまものである。 ここに深

謝したい。

なるほど、出来上った物は、プロの紙面の風格や、

名人芸の味わいにはほど遠い。だが、肩ひじ張って

「 学生参加」を明呼するかわりに、未熟ながらも、

地味に、「 学生参加」の道を歩む総科生が育ってい

ることを認めていた きゞたい。

無責任な沈黙と呪咀を払いのけて、新鋭の気概と

歓声をこだまさせる「 ふるさと」を築 くためには

まだまた、読者の大いなる参加と声援が、いや、大

叫声さえも必要である。切に御精読を乞う次第であ

(広報委員長 田村 )

この『飛翔』第 16号は、当初 7月 に発行予定で

ありましたが、原稿依頼の不手際、また、原稿の割

付けの際において、学生編集委員内で、連絡ミスが

あり、そのまま、試験突入という事で、発行が、 4

カ月も遅れてしまいました。

原稿依頼をお願い致 しました諸先生方、又、お待

たせしました読者の方 、々どうも申し訳ございませ

んでした。

また、色々心配下さった広報関係の先生方、事務

の方、どうも心配をおかけし申し訳ありません。以

後、こういう事のない様、また、さらに良い『飛翔』

を目指す為努力致しますので、よろしく御指導お願

いします。

尚、今回のアンケー ト調査では一部、コンピュー

ターを利用してみる等、テクニカルな面で、また、

学内の生の声を出そうと努力したつもりですが、何

分人手不足です。『飛翔』の仕事をや ってみようと

いう学生の方の協力をお待ちします。

最後に一回生の編集委員の諸君、初仕事御苦労さ

までした。

(文責 53生 中上 京治)

編 集 後 記
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